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Ⅰ．計測自動制御学会の概要 
 

 

 
名称 公益社団法人 計測自動制御学会 （定款第1条） 

所在地 

〒101-0052 

東京都千代田区神田小川町1-11-9金子ビル4階 

電話:03-3292-0314 

FAX:03-3292-3145 

URL: http://www.sice.jp/ 

目的 
本会は、計測、制御及びシステムに関する学術及び技術の進歩発達をはかり、文化

の向上並びに産業の発展に寄与することを目的とする。 （定款第3条） 

事業 

本会は、本会の目的を達成するために次の事業を行う。 

(1) 研究集会、講演会及び教育・育成のための講習会等 

(2) 調査・研究及び資料収集 

(3) 技術者の資格認定・付与 

(4) 啓発・普及のための体験活動等 

(5) 表彰及びコンクール 

(6) その他の本会の目的を達成するための事業 

本会の事業は日本全国及び必要に応じて海外において行うものとする。 （定款第

4条） 

会長･副会長 

会長 ：前田 章 （(株)日立製作所） 

副会長 ：菅野 重樹 （早稲田大学） 

 ：太田 快人 （京都大学） 

事務局長 事務局長 ：井端 一雅 

設立 
設立総会 ：1961年（昭和36年）9月30日 

事業開始 ：1962年（昭和37年）1月1日 

法人化 
社団法人 ：1963年（昭和38年）～2010年（平成22年）9月30日 

公益社団法人 ：2010年（平成22年）10月1日 

会員数 

2016年12月31日 

現在 

正会員 ：4,683名 

名誉会員 ：35名 

学生会員 ：390名 

永年会員 ：106名 

賛助会員 ：188社 

 ：236口 
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Ⅱ．2016年度事業報告 
 

 

 

１．はじめに 

2016年度の事業活動は、2016年2月23日に開催された公益社団法人 計測自動制御学会 第6回定時社員総

会で報告された、「2016年度事業計画」に従って実施されました。事業の実施結果について、理事会、各委員会･

部門･支部関係の主なトピックスを中心に報告します。 

 

２．2016度事業計画と1～12月実施事業の特長 

2016年度の事業計画は、2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」の2年目として策

定されました。2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」は、2013年1月に制定された

「SICE 2013-2017年度5か年中期事業計画」をもとに、PDCAを回しながら実施状況を見直して策定し直した、

5か年事業計画で、SICE中期ビジョン、それに基づく4つの柱、それぞれの柱ごとの中期目標と2019年のある

べき姿に加え、中期目標のポイントと中期目標を達成するための具体策を定常事業（基幹事業）と新規事業に分

けて箇条書きにしたもので構成されています。 

 

政府が2015年度より策定を進めていた第5期科学技術基本計画が1月22日に閣議決定され、世界に先駆けた

「超スマート社会」の実現（Society5.0）が明言されました。もともと2016年事業計画は、この超スマート社会

の実現には、ITの活用だけではなく、実世界との界面（計測と制御）をきちんと扱い、計測・制御の研究者と情

報科学の研究者が車の両輪として活動していくことが重要であるという想いを込めて策定されており、これにそ

って様々な活動を行いました。 

 

また、2015年の理事会において企画委員会の下に設置された「財務構造改善緊急タスクフォース」で検討され

た様々な経費削減施策、収益拡大施策を、2016年も継続して実施しました。 

その施策に基づき、これまで所有していたSICEの事務所（メゾンドール本郷3階303号）の売却検討を4月

の理事会で決議し、これを受けて不動産仲介業者を通じて上市したところ、好条件で購入希望者が現れたため、

8月に理事会にて、これの売却と賃貸事務所への転居を決議しました。短期的には、賃貸料の発生など費用負担

が増えることになりますが、今後5～10年以上SICEが本会事務所を所有し続けた場合の資産価値低下のリスク

や、今後学会サイズに合わせて事務局規模を柔軟に変更していける自由度が持てるメリットを総合勘案して、こ

れがSICEにとって最善であると判断しました。 

また事務局の転居に伴い、定款に定められた「本会の主たる事務所の所在地」の変更を行う必要があり、2016

年9月22日に臨時社員総会（つくば国際会議場）を開催し、賛成多数で定款の変更を決議しました。 

 

３．2016年度の主要な活動 

●第6回定時社員総会 

日付：2016年2月23日 

場所：東京大学山上会館 

出席者：82名（事前議決権行使による出席者を含む） 

議題：6件 

議案：5件 

 

●臨時時社員総会 

日付：2016年9月22日 

場所：つくば国際会議場 

出席者：88名（事前議決権行使による出席者を含む） 

議題：1件 

議案：1件 

 

●役員会員懇談会 

日付：2016年9月22日 

場所：つくば国際会議場 

出席者：約25名 
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●理事会 

2015年度第8回理事会（2016年1月26日、SICE本郷事務局） 

2015年度は理事会運営規則に定められた年7回を超えて8回、理事会を開催しました。 

 

2016年度第1回理事会（2016年2月23日、東京大学山上会館） 

2016年度第2回理事会（2016年4月12日、SICE本郷事務局） 

2016年度第3回理事会（2016年6月21日、SICE本郷事務局） 

2016年度みなし決議による理事会（2016年8月26日、書面審議） 

2016年度第4回理事会（2016年9月20日、つくば国際会議場） 

2016年度第5回理事会（2016年9月24日、筑波大学筑波キャンパス春日地区） 

2016年度第6回理事会（2016年11月22日、SICE神田小川町事務局） 

2016年度第7回理事会（2016年12月20日、SICE神田小川町事務局） 

2016年度は理事会運営規則に定められた7回を超えて、8回理事会を開催しました（第8回理事会

は2017年1月27日にSICE神田小川町事務局にて開催）。加えて、みなし決議による理事会1回

を開催しました。 

 

●SICE2016 in Tsukuba（アニュアルコンファレンス） 

期間： 2016年9月20日～23日 

場所： つくば国際会議場 

参加者： 約600名 

日本、カナダ、中国、エジプト、ドイツ、韓国、 

マレーシア、オランダ、スウェーデン、トルコ、 

オーストラリア、ベルギー、ブラジル、フランス、 

ロシア、シンガポール、スリランカ、タイ、台湾、 

イギリス、USA、ベトナム 

 

●SICEWEEK 

テーマ： ロボットの街つくば 

内容： 市民向け講演会、小中学生向けロボット工作教室、セグウェイ体験試乗、つくばチャレンジ見

学 

期間： 2016年9月22日 

場所： つくば国際会議場 

参加者： 約70名 

 

 

 

 

 

 

 

 

●部門大会 

計測部門：センシングフォーラム（2016年9月1日~2日、近畿大学）SICE関西支部と共催 

制御部門：制御部門マルチシンポジウム（2016年3月7日~10日、南山大学） 

システム・情報部門：学術講演会（2016年12月6日~8日、滋賀県立体育館） 

システムインテグレーション部門：部門講演会（2016 年 12 月 15 日~17日、札幌コンベンションセン

ター） 

産業応用部門：部門大会（2016年10月25日、産業技術研究所臨海副都心センター） 

ライフエンジニアリング部門：部門シンポジウム（2016年11月3日~5日、大阪国際交流センター） 
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●スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 

内容： 連携機関としてシステム制御情報学会（ISCIE）と共同で展示ブースを出展しました。 

期間： 2016年8月10日～11日 

場所： 神戸国際展示場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●JEMIMA計測展 

内容： 展示ブースを出展しました。従来の学会紹介展示に加え、SICE会員先生によるコミュニケー

ションコーナーを会期中5回実施しました。 

JEMIMAステージにも登壇しました。 

期間： 2016年12月9日～11日 

場所： グランキューブ大阪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●プロセス塾（プロセス新塾） 

内容： 現場に精通したプロセス制御関連技術者を育成することを目標に、2006 年から 3 年間、2010

年から 3年間、2013年から3年間にわたりプロセス塾を3期実施（延べ約 300名受講）して

います。今期は2016年〜3年間で実施するプロセス新塾の第1期を実施しました。 

このプロセス新塾は、日本工学会のECEプログラムの認定を受けています。 

塾長： 北森俊行 東京大学名誉教授 

期間： 2016年6月10日~11日（慶應義塾大学）  

2016年7月29日~30日（相馬共同火力、新地発電所） 

2016年10月7日（京都大学） 

2016年12月2日~3日（慶應義塾大学） 

2017年3月3日~4日（JFEスチール、西日本製鉄所） 

受講者： 2016年度＝34名 
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●計測制御エンジニア資格審査 

内容： 計測制御エンジニアとは、公益社団法人計測自動制御学会が認定する資格です。計測と制御を

基礎とする技術者が計測自動制御学会の審査に合格したときに認定されます（これまで、延べ

約700名認定）。 

実施： 2016年10月15日（北海道大学） 

2016年10月22日（横河電機本社） 

2016年10月29日（名古屋大学） 

2016年11月19日（九州大学） 

受験者数： 

29名 

 

 

●安全のための計測・制御・システムを考える会 

内容： 東日本大震災以降、近年惹起されるインフラ･産業設備

などの重大事故におけるオートメーションのあり方を、

産業界の事故や災害の教訓に基づく帰納法的アプロー

チと、学界の理論に基づく演繹的アプローチの両面から

検討することを目的に、講師を招いて学会内でサロン形

式の討論会を実施しています。 

2014 年から開始した活動を継続しています。今年は公

開サロンも1回実施しました（39名参加）。 

実施： 1月27日、3月3日、3月30日、4月28日、5月13日、6月7日、7月21日、9月20日（公

開サロン）、10月18日 

 

 

●プラント運転の安全を考える講演会 

内容： 最近発生した重大な化学プラントの事故に焦点を当て、

プラントの設計・運転に求められる技術的知識に加え、

高圧ガス保安法などの法的知識、さらには安全に強い人

材育成まで視野に入れた講演会とパネルディスカッシ

ョンを実施しました。企画は上記「安全のための計測・

制御・システムを考える会」が行いました。 

実施： 2016年11月28日 

参加者： 78名 

 

 

●体験セミナー&現場見学会 

内容： 賛助会員各企業に協力いただき、多くの若い人たちに計測･制御技術が産業･社会でいかに貢献

しているかを実感していただくための「体験セミナー＆ものつくり現場見学会」を実施しまし

た。 

実施： 2016年7月6日（横河電機：体験セミナー） 

2016年10月7日（A&D：体験セミナー） 

2016年10月13日（村田機械：現場見学会） 

2016年10月28日（アズビル：体験セミナー） 

2016年11月3日（IHI：現場見学会） 

2016年11月17日（チノー：体験セミナー） 
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●2023年の IFAC（国際自動制御連合）世界大会の日本誘致活動 

日本学術会議 IFAC分科会に協力して、2023年の IFAC世界大会の日

本誘致活動に協力しました。 

2016年6月24日にイスタンブールで開催された IFAC理事会におい

て、SICE 会員として活躍なさっている東京大学淺間先生が、2020～

2023 年の IFAC 会長に選任されました（2016～2019 年は

President-Elect）。これに伴い、2023年の IFAC世界大会が日本で開

催されることが決定されました。 

 

 

 

 

 

●2021年の IMEKO（国際計測連合）世界大会の日本誘致活動 

SICEが日本のNMOを務めている IMEKO（国際計測連合）の2019

～2021年会長として東京大学石川先生（SICE元会長）が昨年選任さ

れましたが、それに引き続き 2016年 9月 6日にブタペストで開催さ

れた IMEKO理事会において、2021年の IMEKO世界大会が日本で

開催されることが決定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●復刻版 初心者のための現代制御理論ビデオ講座の頒布 

1985年に刊行した同ビデオ講座（VHS、ベータ全 8巻）を、DVD4枚組復刻版として 2016年 2月よ

り頒布を開始しました。 

2016年度に68本頒布しました。 
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４．役員と業務執行体制 

2016年度の業務は、業務執行理事が会務を分担して行い、理事会がその監督を行うという枠組みで執行さ

れています。2016年度の理事会は、理事25名、非業務執行理事1名、監事3名で構成されました。定款に

より会長1名、副会長2名を置くことが定められていますので、会長には前田章、副会長には菅野重樹と太

田快人が就くことが、2016年2月23日に開催された理事会で決められました。またそれ以外の理事の担当

会務（委員会等）についても、同理事会で以下の通り決められました。 

 

役員注1 担当会務 氏名 所属 

会長 本会を代表し総理する 前田 章 (株)日立製作所 

副会長 

企画、国際標準 

（総務、財務、AC、国際、 

事業推進連携、教育･認定、 

会員サービス、戦略広報渉外を統括） 

菅野 重樹 早稲田大学 

副会長 

学会賞 

（論文集、会誌出版、 

部門協、支部協を統括） 

太田 快人 京都大学 

常務理事 総 務 石原 鑑 三菱電機(株) 

常務理事 総 務 山田 善郎 産業技術総合研究所 

常務理事 財 務 長谷川 忠大 芝浦工業大学 

常務理事 財 務 山田 勉 (株)日立製作所 

常務理事 会誌出版 奈良 高明 東京大学 

理事 会誌出版 滑川 徹 慶應義塾大学 

常務理事 論文集 高橋 桂子 海洋研究開発機構 

理事 論文集（英文） 喜多 一 京都大学 

常務理事 論文集（和文） 浅井 徹 名古屋大学 

常務理事 Annual Conference 鈴木 達也 名古屋大学 

常務理事 国 際 増田 士朗 首都大学東京 

理事 国 際 竹田 浩伸 三菱化学エンジニアリング(株) 

常務理事 事業推進連携 綛田 長生 アズビル(株) 

理事 事業推進連携 大矢 純子 (株)東芝 

理事 教育・認定 三好 孝典 豊橋技術科学大学 

常務理事 会員サービス 黒川 太 (株)東芝 

理事 会員サービス 佐々木 尚史 横河電機(株) 

理事 戦略広報渉外 石塚 真一 サイバネットシステム(株) 

常務理事 部門協議会 笹谷 俊幸 富士電機(株) 

理事 部門協議会 塩谷 政典 新日鐵住金(株) 

常務理事 支部協議会 佐野 明人 名古屋工業大学 

理事 支部協議会 村田 純一 九州大学 

理事  Yu Kee-Ho 注2 Chonbuk National University 

監事  小泉 稔 (株)日立製作所 

監事  髙信 英明 工学院大学 

監事  杉江 弘 三菱電機(株) 

注1：役員は全員非常勤 

注2：外部理事 
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５．委員会・部門・支部 

定款の定めと理事会の決議に従い、2016年度は以下に示す委員会で活動が行われました。 

 

委員会 役職 氏名 所属 

総務委員会 委員長 石原 鑑 三菱電機(株) 

財務委員会 委員長 長谷川 忠大 芝浦工業大学 

企画委員会 委員長 菅野 重樹 早稲田大学 

学会賞委員会 委員長 太田 快人 京都大学 

会誌出版委員会 委員長 奈良 高明 東京大学 

論文集委員会 委員長 高橋 桂子 海洋研究開発機構 

Annual Conference委員会 委員長 鈴木 達也 名古屋大学 

国際委員会 委員長 増田 士朗 首都大学東京 

国際標準化委員会 委員長 菅野 重樹 早稲田大学 

事業推進連携委員会 委員長 綛田 長生 アズビル(株) 

教育･認定委員会 委員長 三好 孝典 豊橋技術科学大学 

会員サービス委員会 委員長 黒川 太 (株)東芝 

戦略広報渉外委員会 委員長 石塚 真一 サイバネットシステム(株) 

部門協議会 議長 笹谷 俊幸 富士電機(株) 

支部協議会 議長 佐野 明人 名古屋工業大学 

倫理委員会 委員長 白井 俊明 横河電機(株) 

候補者推薦委員会 委員長 新 誠一 電気通信大学 

選挙管理委員会 委員長 西村 秀和 慶應義塾大学 

 

 

2016年度の部門運営は、以下の部門長の下、従来通り6部門体勢で行われました。 

 

部門 氏名 所属 

計測部門 本谷 秀堅 名古屋工業大学 

制御部門 飯野 譲 (株)東芝 

システム・情報部門 大倉 和博 広島大学 

システムインテグレーション部門 神田 真司 (株)富士通研究所 

産業応用部門 舩木 達也 産業技術総合研究所 

ライフエンジニアリング部門 中尾 光之 東北大学 

 

 

また、各部門ごとに、以下の部会・調査研究会が設置されています。 

 

計測部門 

  センシングフォーラム委員会 委員長 高山 潤也 信州大学 

  温度計測部会 主査 山澤 一彰 製品評価技術基盤機構 

  力学量計測部会 主査 山崎 敬則 東京電機大学 

  リモートセンシング部会 主査 朝隈 康司 東京農業大学 

  パターン計測部会 主査 浮田 浩行 徳島大学 

  センシングフォトニクス部会 主査 藤間 一郎 製品評価技術基盤機構 

  先端電子計測部会 主査 渡部 司 産業技術総合研究所 

  スマートセンシングシステム部会 主査 戸辺 義人 青山学院大学 

  アンビエント・センシング応用部会 主査 亀岡 孝治 三重大学 

  計測における逆問題調査研究会 主査 伊藤 直史 群馬大学 
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制御部門 

  制御技術部会 主査 滑川 徹 慶應義塾大学 

  制御理論部会 主査 片山 仁志 静岡大学 

  プラントモデリング部会 主査 松尾 孝美 大分大学 

  
ユビキタスコンピューティングを背

景とした適応学習制御調査研究会 
主査 十河 拓也 中部大学 

  
先進航法誘導制御技術調査研究委員

会 
主査 市川 勉 宇宙航空研究開発機構 

  
製鉄プラントエネルギー最適化調査

研究会 
主査 津村 幸治 東京大学 

  
ネットワーク上の制御と信号処理調

査研究会 
主査 永原 正章 北九州市立大学 

  
都市インフラシステム構築と制御調

査研究会 
主査 滑川 徹 慶應義塾大学 

  
非線形現象の特徴化に基づく制御理

論調査研究会 
主査 伊藤 博 九州工業大学 

システム・情報部門 

  システム工学部会 主査 佐藤 浩 防衛大学校 

  ヒューマンマシンシステム部会 主査 堀口 由貴男 京都大学 

  知能工学部会 主査 鈴木 秀明 情報通信研究機構 

  自律分散システム部会 主査 関山 浩介 名古屋大学 

  
コンピューテーショナル・インテリ

ジェンス部会 
主査 本間 経康 東北大学 

  離散事象システム部会 主査 太田 淳 愛知県立大学 

  社会システム部会 主査 寺野 隆雄 東京工業大学 

  
ハイパーコンピューティクス調査研

究会 
主査 松井 伸之 兵庫県立大学 

  

安心・安全・快適社会(スマーターワ

ールド)実現のための新たなシステ

ムアプローチ調査研究会 

主査 貝原 俊也 神戸大学 

  身体性システム科学調査研究会 主査 近藤 敏之 東京農工大学 

  記号創発システム論調査研究会 主査 谷口 忠大 立命館大学 

  
関係論的システムデザイン調査研究

会 
主査 下原 勝憲 同志社大学 

  分子ロボティクス調査研究会 主査 村田 智 東北大学 

システムインテグレーション部門 

  メカトロニクスシステム部会 主査 桂 誠一郎 慶應義塾大学 

  自動化システム部会 主査 野田 哲男 三菱電機(株) 

  ロボティクス部会 主査 鏡 慎吾 東北大学 

  福祉工学部会 主査 本間 敬子 産業技術総合研究所 

  VR工学部会 主査 原 正之 埼玉大学 

  レスキュー工学部会 主査 奥川 雅之 愛知工業大学 

  
ユニバーサルデザイン応用システム

部会 
主査 河原崎 徳之 神奈川工科大学 

  共創システム部会 主査 三輪 敬之 早稲田大学 

  ロボット・セラピー部会 主査 木村 龍平 帝京科学大学 

  安全回復システム部会 主査 神徳 徹雄 産業技術総合研究所 

  バイオシステム部会 主査 羽藤 堅治 愛媛大学 

  
RT システムインテグレーション部

会 
主査 大原 賢一 名城大学 

  ソフトマテリアル応用部会 主査 釜道 紀浩 東京電機大学 
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  医工融合システム部会 主査 木口 量夫 九州大学 

  人工生命システム部会 主査 有田 隆也 名古屋大学 

  触覚部会 主査 昆陽 雅司 東北大学 

  バイオミメティックマシン部会 主査 渡辺 桂吾 岡山大学 

  モーションメディア部会 主査 岩城 敏 広島市立大学 

  空間知部会 主査 和田 一義 首都大学東京 

  インテリジェントビークル部会 主査 森 裕貴 交通安全環境研究所 

  フィールドロボティクス部会 主査 永谷 圭司 東北大学 

  スワームシステム部会 主査 大倉 和博 広島大学 

  天体観測技術部会 主査 入部 正継 大阪電気通信大学 

  
ロボットマニピュレーションに関す

る技術調査研究会 
主査 原田 研介 大阪大学 

産業応用部門 

  計装技術交流部会 主査 長門 達也 日産自動車(株) 

  流体計測制御部会 主査 眞田 一志 横浜国立大学 

  計測・制御ネットワーク部会 主査 澤田 満 理化工業(株) 

  計測制御エンジニア会 総代 木村 政仁 日本計測工業(株) 

ライフエンジニアリング部門 

  統合情報生物工学部会 主査 福岡 豊 工学院大学 

  電気生理運動学部会 主査 小池 康晴 東京工業大学 

  ユビキタスヘルスケア部会 主査 中島 一樹 富山大学 

  生体・生理工学部会 主査 中川 誠司 産業技術総合研究所 

 

 

2016年度の支部運営は、以下の支部長の下、従来通り8支部体勢で行われました。 

 

支部 氏名 所属 

北海道支部 山本 雅人 北海道大学 

東北支部 石黒 章夫 東北大学 

中部支部 由良 元澄 オークマ(株) 

北陸支部 神代 充 富山大学 

関西支部 杉本 謙二 奈良先端科学技術大学院大学 

中国支部 辻 敏夫 広島大学 

四国支部 久保 智裕 徳島大学 

九州支部 金城 寛 琉球大学 

 

 

 

６．2017〜18年度代議員 

定款及び本会の規程の定めにより、SICEの代議員は2年に1度、1月に行われる代議員選挙により選出され

ることになっており、2017年1月が代議員改選の時に当たりました。 

そこで2016年度中に、理事会において次期代議員の定数を99名、補欠を2名と定め、2016年度選挙管理委

員会（委員長：西村秀和）が代議員選挙の候補者の募集を行い、2016年度候補者推薦委員会（委員長：新誠一）

により候補者名簿が作成されました。その後、2016年度選挙管理委員会により12月16日に投票の告示が行わ

れ、2017年1月6日に投票を締め切り、即日開票の結果、以下の代議員、および補欠が選出されました。 
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2017〜18年度代議員 

任期は2019年1月実施の代議員選挙終了時まで 

 

番号 氏名 所属 
 
番号 氏名 所属 

1 浅井 徹 名古屋大学 51 高田 寿久 (株)フォーラムエイト 

2 東 俊一 京都大学  52 高野 正利 トヨタ自動車(株) 

3 荒井 幸代 千葉大学  53 髙信 英明 工学院大学 

4 飯塚 幸理 JFEスチール(株)  54 高橋 亮一 大阪大学 

5 生島 直俊 武蔵エンジニアリング(株)  55 高柳 洋一 (株)東芝 

6 生田 顕 県立広島大学  56 竹田 浩伸 三菱化学エンジニアリング(株) 

7 池澤 克哉 横河電機(株)  57 舘 暲 東京大学 

8 池田 卓史 富士電機(株)  58 田中 幹也 山口大学 

9 石塚 真一 サイバネットシステム(株)  59 田中 孝之 北海道大学 

10 石原 鑑 三菱電機(株)  60 田中 敏幸 慶應義塾大学 

11 岩田 浩康 早稲田大学  61 谷川 民生 産業技術総合研究所 

12 植木 美和 (株)富士通研究所  62 谷口 忠大 立命館大学 

13 内山 勝 東北大学  63 津田 和呂 JFEスチール(株) 

14 大須賀 公一 大阪大学  64 寺田 賢治 徳島大学 

15 太田 快人 京都大学  65 寺本 顕武 佐賀大学 

16 大矢 純子 (株)東芝  66 道木 加絵 愛知工業大学 

17 岡本 卓 千葉大学  67 鳥越 一平 熊本大学 

18 尾川 順子 宇宙航空研究開発機構  68 長門 達也 日産自動車(株) 

19 貝原 俊也 神戸大学  69 滑川 徹 慶應義塾大学 

20 加嶋 健司 京都大学  70 奈良 高明 東京大学 

21 綛田 長生 アズビル(株)  71 新妻 実保子 中央大学 

22 加納 学 京都大学  72 西村 秀和 慶應義塾大学 

23 川上 浩司 京都大学  73 萩原 朋道 京都大学 

24 川邊 武俊 九州大学  74 橋本 浩一 東北大学 

25 河村 隆 信州大学  75 長谷川 忠大 芝浦工業大学 

26 喜多 一 京都大学  76 早瀬 敏幸 東北大学 

27 久間 和生 内閣府  77 福岡 豊 工学院大学 

28 工藤 俊郎 東芝ITコントロールシステム(株)  78 福原 聡 INJANET (株) 

29 熊谷 正朗 東北学院大学  79 藤田 壽憲 東京電機大学 

30 倉爪 亮 九州大学  80 古橋 武 名古屋大学 

31 黒川 太 (株)東芝  81 前田 章 (株)日立製作所 

32 小泉 稔 (株)日立製作所  82 牧川 方昭 立命館大学 

33 後久 卓哉 東急建設(株)  83 増田 士朗 首都大学東京 

34 佐々木 尚史 横河電機(株)  84 松村 基史 富士電機(株) 

35 笹谷 俊幸 富士電機(株)  85 水野 毅 埼玉大学 

36 佐野 明人 名古屋工業大学  86 三好 孝典 豊橋技術科学大学 

37 佐野 恵美子 三菱電機(株)  87 向井 正和 工学院大学 

38 佐野 滋則 豊橋技術科学大学  88 村田 純一 九州大学 

39 三平 満司 東京工業大学  89 安井 裕司 (株)本田技術研究所 

40 塩谷 政典 新日鐵住金(株)  90 山田 功 群馬大学 

41 島貫 洋 ～  91 山田 隆雄 富士電機(株) 

42 清水 孝雄 (株)チノー  92 山田 勉 (株)日立製作所 

43 神代 充 富山大学  93 山田 善郎 産業技術総合研究所 

44 菅野 重樹 早稲田大学  94 山中 理 (株)東芝 

45 杉江 俊治 京都大学  95 山野辺 夏樹 産業技術総合研究所 

46 杉江 弘 三菱電機(株)  96 吉田 正樹 大阪電気通信大学 

47 杉本 靖博 大阪大学  97 吉原 順二 日本電気計測器工業会 

48 鈴木 達也 名古屋大学  98 若狭 匡輔 東京ガス(株) 

49 曽 智 広島大学  99 和田 一義 首都大学東京 

50 曽禰 寛純 アズビル(株)     
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補欠代議員（補欠候補順） 

 

番号 氏名 所属 

1 新 誠一 電気通信大学 

2 井端 一雅 計測自動制御学会 

 

 

 

７．会員の推移 

2016年末の会員状況は以下の通りです。 

 

 2016年（平成28年）末現在 2015年（平成27年）末現在 増減 

正会員 4,683名 4,823名 ▲140名 

名誉会員 35名 36名 ▲1名 

学生会員 390名 340名 50名 

永年会員 106名 101名 5名 

賛助会員 
188社 

（236口） 

189社 

（239口） 

▲1社 

（▲3口） 
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Ⅲ．2016年度事業報告付属明細書 
 

 

 

1．SICE中期事業計画（2015〜2019年） 

2016年度事業報告をまとめるにあたり、昨年の第5回定時社員総会で報告された「2016年度事業計画」

に示された、「SICE中期事業計画（2015〜2019年）」を次ページに示します。 
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2．中期目標達成の具体策と担当組織 

2016 年度事業報告をまとめるにあたり、昨年の第 5 回定時社員総会で報告された「2016

年度事業計画」に示された、SICE 中期事業計画（2015～2019 年）を 4 つの柱ごとにブレー

クダウンし、それぞれの具体策について担当する委員会、部門、支部を規定した「中期目標

達成の具体策」を以下に示します。 

 

●プレゼンス（社会に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

プレゼンス（社会に向けて）： 

計測・制御・システムに関する学術及

び技術の進歩発達をはかり、文化の向

上並びに産業の発展に寄与する。その

ために、国内外の若手人材を育成し国

際的に卓越した成果を生産／提供し

続ける場を構築するとともに、学融

合・分野横断を推進し新たな価値を創

造する。また、社会へのサービスを拡

充するとともに、社会的な重要課題の

抽出や解決に資する取り組みを充実

する。 

定常事業 

① 日本学術会議・横幹連合・日本工

学会・JEMIMA 等、現在連携して

いる国内外の産・学・協会との連

携を維持・継続し、SICE のプレゼ

ンスを維持・向上する。 

② SICE が新たな価値を創造するた

めに有効な、新たな産・学・協会

との連携を、国内外を問わずに継

続的・戦略的に構築する。 

③ AC、部門・支部大会などのイベン

トの開催を継続・拡大し、国内外

に卓越した成果を発表する場を提

供し続ける。（プレゼンス・サービ

ス共通） 

④ 技術者教育－資格認定－キャリア

形成の連鎖を一気通貫で提供する

教育システム・教科書等の構築を

戦略的に継続し、会員への提供価

値を維持・向上する。 

 

事推連 

戦略広報 

国際委 

 

 

事推連 

 戦略広報 

国際委 

 

AC 委 

部門協 

支部協 

 

 

教育認定委 

会誌出版委 

 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"が全理工学系学会の中で、きわ

だった学際性と、専門性に裏打ちされ

た課題抽出・解決力を持つ学会として

知られている。 新規事業 

① 次世代の SICE の活動の柱になる

ような社会的な重要課題の抽出や

社会へのサービスを拡充する戦略

を構築し、国家プロジェクト等を

主導することにより学融合を励起

して、新しい価値を創造する。 

② 海外（特にアジア）の人材育成に

貢献する具体策を検討する。（プレ

ゼンス・国際性共通） 

③ 計測・制御・システムの学術・技

術の普及と、SICE の活動の広報を

行う戦略を策定し、実施する。 

④ SICE 会員の持つ知見を活用した、

学→産、産→学の教育・コンサル・

イベント等を企画し、実行に移す。

（プレゼンス･サービス共通） 

 

 

 

企画委 

 戦略広報 

 事推連 

  部門協 

 

 

企画委 

国際委 

教育認定委 

企画委 

戦略広報 

 

企画委 

 会員サービス 

  事推連 

  部門協 

  支部協 

 教育認定委 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 国内外の人材を育成する。 

② 国内外に、卓越した成果を発表す

る場を提供する。 

③ 学融合・分野横断を推進し、新た

な価値を創造する。 

④ 社会へのサービスを拡充するとと

もに、社会的な重要課題の抽出や

解決に努める。 

⑤ 国家プロジェクト等に参加し、

国・社会に対し貢献する。 

⑥ 企業エンジニア向け教育、企業向

けコンサル、イベントの提供等を

通じて産業界に対し貢献する。 

⑦ 大学（学部授業）向け企業教育の

提供等を通じて教育界に対し貢献

する。 

⑧ 当学会が計測・制御・システムの

中核をなすために効果的な広報活

動を行う。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 
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●サービス（会員に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

サービス（会員に向けて）： 

会員の多様なニーズに迅速かつ的確

に応え、会員であることの「確かな価

値」を実感できるようなサービスを提

供する。計測・制御・システムに関わ

る会員の分野横断的な活躍を支える

ために、専門性深化と知的創造、情報

の発信と交換、学術体系化、産官学／

異業種間の連携推進などを実現でき

る、快適な場／効率的な手段を提供す

る。 

定常事業 

① 魅力ある会誌・論文集・刊行物・

web コンテンツの発行・充実・向

上を継続し、会員への最先端情報

の提供や成果発表の場を提供し続

ける。 

② AC、部門・支部大会などのイベン

トの開催を継続・拡大し、国内外

に卓越した成果を発表する場を提

供し続ける。（プレゼンス・サービ

ス共通） 

③ 賛助会員の実施するセミナーの協

賛や、集客協力など進め、賛助会

員への提供価値を維持・向上する。 

④ 各種学会賞の権威を維持しながら

賞の贈呈を継続し、会員の社会的

地位･価値の向上に資する。 

⑤ 次世代の部門・部会・研究会の立

上げや、部門・支部の連携強化・

活性化を継続し、中長期的社会的

ニーズに応える網羅的部門活動を

展開する。 

⑥ 地理的特殊性にも即した支部開催

の事業等を推進し、地域における

プレゼンス・サービスを向上する 

 

会誌出版委 

論文集委 

会員サービス 

 

 

AC 委 

部門協 

支部協 

 

 

会員サービス 

 

 

学会賞委 

部門協 

支部協 

部門協 

支部協 

 

 

 

支部協 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"が、分野／世代を超えて、共に

学び、自己研鑽し、新しい発見や価値

創造につながる、会員にとって最も楽

しく、快適な”場”を提供している。 

新規事業 

① 会員への価値提供を維持し、会員

を繋ぎ止め、新たな会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、会員を増

強する。（サービス・組織運営共通） 

② SICE 会員の持つ知見を活用した、

学→産、産→学の教育・コンサル・

イベント等を企画し、実行に移す。

（プレゼンス･サービス共通） 

 

 

 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

会員サービス 

 

企画委 

 会員サービス 

  事推連 

  部門協 

  支部協 

 教育認定委 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 計測・制御・システムに関わる最

先端の情報を提供する。 

② 計測・制御・システムに関わる成

果発表の場を提供する。 

③ 計測・制御・システムに関わる会

員の交流の場を提供する。 

④ 計測・制御・システムに関わる会

員・賛助会員の日常活動の支援を

行う。 

⑤ 会員の社会的地位・価値の向上に

資する。 

⑥ 賛助会員・会員に対して国家プロ

ジェクトへの参画の機会を提供す

る。 

⑦ 企業会員・賛助会員に対して、企

業エンジニア向け教育、企業向け

コンサル、イベント等を提供する。 

⑧ 大学（教員）会員に対して、大学

（学部授業）向け企業教育の提供

等を提供する。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 
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●国際性（世界に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

国際性（世界に向けて）： 

国際的な発信力、提案力を強化する。

特に、Annual Conference や英文論文

誌を中心にアジアにおける計測・制

御・システム分野の中核学会として当

該分野の研究者・技術者の議論の場を

提供するとともに、教育・人材育成に

貢献する。標準化の分野で国際的なイ

ニシアチブを目指し、国際標準の提案

を行う。主要国際会議における SICE

の関与の比率を高め、当該分野の発展

に貢献する。 

定常事業 

① 英文論文集を国際データベースに

登録したり、海外の主要大学図書

館に頒布したりするなどして、英

文論文集の国際的発信力を強化す

る。 

② 現状関係を持っている国際学会と

の関係を維持・継続し、学会の国

際性を維持・向上する。 

③ SICE がさらに国際性を高めるた

めに有効な、新たな国際学会との

関係を継続的・戦略的に構築する。 

④ SICE の活動領域に関連する日本

の優れた技術・製品の海外普及を

推進し、国際産業力強化を目的と

した国際標準化活動の支援を継続

する。 

 

論文集委 

国際委 

 

 

 

国際委 

 

 

国際委 

 

 

国際標準化委 

 

 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"の名が、アジア地域で、計測・

制御・システムの学界でのトップブラ

ンドになっている。 新規事業 

① 国際会員へ提供する価値を確認・

強化し、新たな国際会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、国際会員

を増強する。 

② 海外（特にアジア）の人材育成に

貢献する具体策を検討する（プレ

ゼンス・国際性共通） 

③ インパクトファクターを英文論文

誌が獲得し、その値を増すことを

目指す。 

④ 英文 HP の充実を実現する具体策

を検討し、実行に移す。 

⑤ 特にアジア地区で開催予定の他学

会のコンフェランスを戦略的・重

点的に支援し、それらの学会での

SICE の国際的プレゼンスを向上

させる。 

 

企画委 

国際委 

会員サービス 

 

 

企画委 

国際委 

教育認定委 

論文集委 

 

 

会員サービス 

国際委 

企画委 

国際委 

 

 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 学会・会員の国際的な地位および

知名度の向上を行う。 

② 国際会員を増加させる。 

③ AC や英文論文誌を通じて国際的

な議論の場を提供する。 

④ アジア地域の人財育成に貢献す

る。 

⑤ 国際標準の提案などを通じ、標準

化の分野で国際的なイニシアチブ

をとることを目指す。 

⑥ 全世界の関連学協会・団体・研究

者との国際交流を強化し、主要国

際会議における SICE の関与の比

率を高め、当該分野の発展に貢献

する。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 
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●組織運営（組織と財務基盤） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

組織運営（組織と財務基盤）： 

学会内外での縦横断的な組織連携の

一層の強化と、迅速な決定プロセスを

実現するための組織運営の効率化を

図る。 

また、各組織の中期目標の実現を目指

すため、会員サービスの一層の充実を

中心に据えた計画的な予算設計と予

実管理によって財務の健全化を実現

する。 

定常事業 

① 各組織の活動計画実施状況をレビ

ューし、PDCAを回しながら活動

計画を見直すことにより、中期ビ

ジョンが達成できる組織運営を行

う。 

② 学会内業務の規程・標準の策定・

改訂を継続・強化し、責任所掌が

明確で厳正な業務プロセスの構

築・維持を継続する。 

③ 既成事実にとらわれない自由な発

想で IT インフラの維持・改善を継

続し、学会内外の各種手続きの効

率化を進め、合わせて電子情報の

管理監督基準の策定を進める。 

④ 事務局の職務要件定義と教育計画

を策定し、職員の資質向上（マネ

ジメントスキル・語学スキル）に

努める。 

 

企画委 

 全委員会 

 

 

 

総務委 

 事務局 

 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

 

 

総務委 

 事務局 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

“SICE”が、事業・制度・財務のすべて

において、先進的な取組みを積極的に

行い、持続的に成長する公益社団法人

学術団体として信頼を得ている。 

新規事業 

① 会員への価値提供を維持し、会員

を繋ぎ止め、新たな会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、会員を増

強する。（サービス・組織運営共通） 

② 現状の委員会や部門組織等を、学

会内外で求められる機能と役割で

継続的に見直し、産業界との連携

拡大や中期ビジョンの達成が迅

速・確実にできるような組織を実

現する。 

③ 予算策定や予実績管理の仕組みの

継続的な改善を通じて、予算執行

管理の効率化と高精度化を進め、

財務状態の健全性の確保と維持に

努める。 

④ SICE を有効に評価できるベンチ

マーク指標を検討・採用し 4 つの

柱の達成度の可視化を行う。 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

会員サービス 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

 

 

 

財務委 

 全委員会 

 事務局 

 

 

企画委 

 事務局 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 会員数を 7000 人台に回復させる。 

② 組織構造・業務プロセスを効率化

し、迅速な意思決定を実現する。 

③ 計画的な予算策定と予実績管理の

徹底を行い、会員サービスの一層

の充実を中心に据えた、発展的で

健全な財務体質を実現する。 

④ より厳正な業務プロセスを実現

し、学会内業務の標準化と責任所

掌の明確化を図る。 

⑤ IT 化の徹底推進を行い、学会内外

の業務や各種手続きを効率化す

る。 

⑥ 将来の国際化を鑑みて、業務プロ

セスへの英文導入を試行する。 

⑦ 事務局職員の資質向上のために職

員教育を充実させる。 

⑧ 産業界との連携拡大をはじめとす

る学会内外での縦横断的な組織連

携の一層の強化を行う。 

⑨ 学会を評価するベンチマーク指標

として、会員数、会員満足度指標、

国際会員数、国際会議参加実績、

英文論文誌のインパクトファクタ

ー獲得・向上などを定め、プレゼ

ンス・サービス･国際性の充実の可

視化を行う。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 
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3．各組織中期事業計画：PDCA活動報告（2016年 1月～12月） 

各委員会・部門・支部がまとめた「PDCA 活動報告（2016 年 1〜12 月）」を以下に示しま

す。 

 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 石原委員長、山田(善)副委員長 

02 財務委員会 長谷川委員長、山田(勉)副委員長 

03 企画委員会 菅野委員長、石原副委員長 

04 学会賞委員会 太田委員長 

10 会誌出版委員会 奈良委員長、滑川副委員長 

11 論文集委員会 
高橋委員長、 

喜多副委員長（英）、浅井副委員長（和） 

12 Annual Conference（AC）委員会 鈴木委員長 

13 国際委員会 増田委員長、竹田副委員長 

14 国際標準化委員会 菅野委員長 

15 事業推進連携委員会 綛田委員長、大矢副委員長 

16 教育･認定委員会 三好委員長 

17 会員サービス委員会 黒川委員長、佐々木副委員長 

18 戦略広報渉外委員会 石塚委員長、菅野副委員長 

30 部門協議会 笹谷議長、塩谷副議長 

31 計測部門 本谷部門長 

32 制御部門 飯野部門長 

33 システム・情報部門 大倉部門長 

34 システムインテグレーション部門 神田部門長 

35 産業応用部門 舩木部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 中尾部門長 

50 支部協議会 佐野議長、村田副議長 

51 北海道支部 山本支部長 

52 東北支部 石黒支部長 

53 中部支部 由良支部長 

54 北陸支部 神代支部長 

55 関西支部 杉本支部長 

56 中国支部 辻支部長 

57 四国支部 久保支部長 

58 九州支部 金城支部長 
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４．2016年度に実施した個別事業実施報告 （1～12月） 

2016年度に実施した個別事業の詳細を、定款第4条に定められた本会の目的を達成するための事業ご

とに分けて、以下に示します。（敬称略。開催場所・組織名などは一部省略。発表件数・参加者などは

一部省略。） 

 

なおSICE事務局は10月15日までは文京区本郷、10月16日以降は千代田区神田小川町。 
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